










































































　　 カ［k］/［ɡ］； ［aɡerɯ・・］ 開ける
　⓾［ɡ］/ ［ŋ］_ＶＷ・Ｍ、［t］_ＶＮ#、［ɴ］_ＶＮ#；［onaŋo］女、［sut］杉、［kaɴ］鍵、
［koɴ］漕ぐ…鹿児島県揖宿郡頴娃町
　⓫［ɡ］/［ɡ］［ɣ］；［kuɡi］釘、［ɡomuɣutsu］ゴム靴…群馬・埼玉・千葉県南・
愛知・新潟・香川・愛媛の広い領域・岡山・広島・山口県、鳥取・島
根〈出雲を除く〉、九州の広い領域〈薩摩半島南部を除く〉に分布が
みられる。
　⓬［ɡ］/［ŋɡ］_ＶＷ・Ｍ、［ʔ］_ＶＮ#；（［kaʔ］（鍵＝嗅ぐ）…鹿児島県薩隅地域
　⓭［k］/［k］；［kantu］岩乗《丈夫》、［nikajuː］願う《祈る》、［mukї］麦、［fukї］
釘、［kaki］影、［pїki］鬚《毛》…沖縄県大神島
5．ガ行音の成立過程―祖形と各類型の成立過程の推定―
　ガ行音の成立過程を推定するためには、♳～⓭を比較し、それらの祖形を推
定する必要がある。祖形は、♳～⓭の成立を矛盾なく説明できるものでなけれ
ばならないが、♳を祖形として設定すれば、♴～⓬の成立を矛盾なく説明でき
る【注１】。⓭については、その上で、さらに検討することにする。
　以下に、♳を祖形として設定した各パターン成立過程の推定を行う。
　♴［ŋɡ］/［ŋ］は､祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］
への順行同化で説明できる。従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］＞♴［ŋɡ］/［ŋ］の推定が成
り立つ。なお、カ行音は、語中子音有声化がみられ、［k］/［ɡ］となるが、ガ行
鏡、…北海道・東
北六県の広い領域
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音が語頭では「＋入り渡り鼻音、＋有声性」、語中では「＋鼻音性」であるため、
両者が統合することはない。
　♵［ɡ］/［ŋɡ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭入り渡り鼻音［ŋ］脱落で説
明できる。従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］＞♵［ɡ］/［ŋɡ］の推定が成り立つ。
　4［ɡ］/［ŋɡ］は、ガ行音については♵と同様であるが、カ行音に語中子音声
有化がみられ［k］/［ɡ］となる点で異なる。なお、ガ行音が語頭では「＋有声性」、
語中では「＋入り渡り鼻音」であるため、両者が統合することはない。
　♷［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ 、［ɴ］ＶＮ#は、非語頭において、直後にＶＷ・Ｍ（広母音・
半広母音）が位置する場合は、♵と同様であるが、特に語末#において直後に
ＶＮ（狭母音）が位置する場合、（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］ＶＮ#＞［ŋɡ］#）＋（ii）語
末子音［ŋɡ］の［ŋ］による［ɡ］への順行同化（［ŋɡ］#＞［ŋ］#）＋（iii）語末環
境への同化による口蓋垂鼻音化（［ɴ］#）で説明できる。従って、♳｢［ŋɡ］/［ŋɡ］
ＶＷ・Ｍ｣＞♵［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ」と♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＮ# ＞♷［ɡ］/［ŋɡ］#＞［ɡ］/［ŋ］
#＞［ɡ］/［ɴ］ #」の推定が成り立つ。
　♸［ɡ］/［ŋɡ］は､♵［ɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］の/N/［ŋ］へ
の昇格（井上史雄1980、斎藤孝滋1987a、同2001、同2002c）で説明できる｡従っ
て､♳［ŋɡ］/［ŋɡ］＞♵［ɡ］/［ŋɡ］＞♸［ɡ］/［ŋɡ］の推定が成り立つ｡
　♹［ŋ］/［ŋ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭及び非語頭入り渡り鼻音［ŋ］
による［ɡ］への順行同化で説明できる。また、一方で、♴［ŋɡ］/［ŋ］におけ
る語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］への順行同化でも説明できる。従って、
以上を総合し、従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞♴［ŋɡ］/［ŋ］）＞♹［ŋ］/［ŋ］の推定
が成り立つ。
　8［ɡ］/［ŋ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭入り渡り鼻音［ŋ］脱落と、
非語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］への順行同化で説明できる。また、一方
で、4［ɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］への順行同化
でも説明できる。従って、以上を総合し、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞4［ɡ］/［ŋɡ］）＞8［ɡ］/［ŋ］
の推定が成り立つ。
　⓽［ɡ］/［ŋ］は、ガ行音については8と同様であるが、カ行音に語中子音有
声化がみられ［k］/［ɡ］となる点で異なる。なお、ガ行音が語頭では「＋有声性」、
語中では「＋鼻音性」であるため、両者が統合することはない。
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　⓾［ɡ］/［ŋ］ＶＷ・Ｍ、［t］ＶＮ#、［ɴ］ＶＮ# は、非語頭において、直後にＶＷ・Ｍ（広
母音・半広母音）が位置する場合は、8と同様であるが、特に語末#において
直後にＶＮ（狭母音）が位置する場合、［ɴ］ＶＮ#のときは、♷の場合と同様に、
（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］ＶＮ#＞［ŋɡ］#）＋（ii）語末子音［ŋɡ］の［ŋ］による［ɡ］
への順行同化（［ŋɡ］#＞［ŋ］#）＋（iii）語末環境への同化による口蓋垂鼻音化（［ɴ］
#）で説明できる。一方、［t］ＶＮ#のときは、（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］ＶＮ#＞［ŋɡ］
#）＋（iv）入り渡り鼻音［ŋ］の脱落（［ŋɡ］＞［ɡ］）＋（v）語末環境への同化によ
る破裂要素［ɡ］の無声内破音化（［ɡ］＞［ɡ
8
］or［k］）＋（vi）無標内破音［t］化（［ɡ
8
］・
［k］＞［t］）で説明できる。従って、「♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞♵［ɡ］/［ŋɡ］）＞8［ɡ］/［ŋ］」
と共に「♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＮ#＞♷［ɡ］/［ŋɡ］#＞［ɡ］/［ŋ］# ＞［ɡ］/［ɴ］#」、「♳「［ŋɡ］
/［ŋɡ］ＶＮ#（＞♵［ɡ］/［ŋɡ］ＶＮ#）＞［ɡ］/［ŋɡ］#＞［ɡ］/［ɡ］#＞［ɡ］/［ɡ
8
］or［k］＞⓾［ɡ］/［t］」
の推定が成り立つ。
　⓫［ɡ］/［ɡ］［ɣ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭・非語頭の入り渡り鼻
音［ŋ］脱落（［ŋɡ］/［ŋɡ］＞［ɡ］/［ɡ］）（＋非語頭における摩擦音化［ɡ］＞［ɣ］）で
説明できる。また、一方で、♵［ɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］脱
落（＋摩擦音化）でも説明できる。従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞♵［ɡ］/［ ŋɡ］）＞⓫
［ɡ］/［ɡ］＞［ɡ］/［ɣ］ の推定が成り立つ。
　⓬［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ 、［ʔ］ＶＮ#は、非語頭において、直後にＶＷ・Ｍ（広母音・
半広母音）が位置する場合は、♵と同様であるが、特に語末#において直後に
ＶＮ（狭母音）が位置する場合、［ʔ］ＶＮ#のときは、（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］
ＶＮ#＞［ŋɡ］#）＋（iv）入り渡り鼻音［ŋ］の脱落（［ŋɡ］＞［ɡ］）＋（v）語末環境へ
の同化による破裂要素［ɡ］の無声内破音化（［ɡ］＞［ɡ
8
］or［k］）＋（vii）声門閉鎖
音［ʔ］化（［ɡ
8
］・［k］＞［ʔ］）で説明できる。従って、♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ」（＞
♵［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ」＞「⓫［ɡ］/［ɡ］ＶＷ・Ｍ」と♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＮ#（＞♵［ɡ］/［ŋɡ］
ＶＮ#）＞［ɡ］/［ɡ］#＞［ɡ］/［ɡ
8
］or［k］#＞⓫［ɡ］/［ʔ］#」の推定が成り立つ。
　以上、♴～⓬の成立は、祖形として♳［ŋɡ］/［ŋɡ］を設定することで矛盾なく
説明でき、成立過程を推定することができた。
　従って、♴～⓬の共通祖形として①［ŋɡ］/［ŋɡ］が推定されるのである。
　次に、⓭［k］/［k］について検討する。
　⓭［k］/［k］は、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］を祖形に設定した場合、語頭・非語頭入り渡
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り鼻音［ŋ］脱落は説明できる（［ŋɡ］/［ŋɡ］＞［ɡ］/［ɡ］）ものの、（無声化母音で
もなく語末#環境でもない）母音間での無声子音化（［ɡ］/［ɡ］＞［k］/［k］）は説
明が困難である。従って、⓭［k］/［k］の祖形は、♳以外の、そして♳～⓬ま
での祖形としても成り立つものである必要があることから、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］と⓭
［k］/［k］の共通祖形ということになる。
　ガ行の（清音［k］に対する）濁音としての弁別的特徴は、入り渡り鼻音［ŋ］
であった（＝破裂要素の有声性［ɡ］ではない）ことを考慮し、ここでは、共
通祖形として0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］（破裂要素は軟口蓋破裂音であればよい）
を設定する【注２】。
　以下に、0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］を祖形として設定した♳［ŋɡ］/［ŋɡ］と⓭［k］/［k］
の成立過程の推定を行う。
　♳［ŋɡ］/［ŋɡ］は、祖形0［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］の語頭・非語頭における破裂要
素の有声軟口蓋破裂音［ɡ］（異音レベルでは［ŋɡ］）への統一で説明できる。従っ
て、0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］＞♳［ŋɡ］/［ŋɡ］）の推定が成り立つ。
　⓭［k］/［k］は、祖形0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］の語頭・非語頭における破裂要
素の無声軟口蓋破裂音［k］（異音レベルでは［ŋk］）への統一と、入り渡り鼻
音［ŋ］脱落（［ŋk］＞［k］）で説明できる。従って、0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］＞＊［ŋk］/［ŋk］
＞⓭［k］/［k］の推定が成り立つ。
6．結論
　以上より、♳～⓭の共通祖形は0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］であると推定でき、各
類型の成立過程（煩雑さを避け後続母音がＶＷ・Ｍの場合）とそのメカニズムを
示すと図3のようである。
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図3：比較方言学的に推定される⓿～⓭の成立過程
ガ行子音の変遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♸［ɡ］/［ŋɡ］　　　　⓫［ɡ］/［ɡ］［ɣ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⒟↗　　　　　　　⒥ ⇒
0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］　→　♳［ŋɡ］/［ŋɡ］　→　♵4♷⓬［ɡ］/［ŋɡ］　→　8⓽⓾［ɡ］/［ŋ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♴［ŋɡ］/［ŋ］　　　→　♹［ŋ］/［ŋ］
　　　　　　　　　　　　＊［ŋk］/［ŋk］　→　⓭［k］/［k］
【音変化⒜～⒥の凡例】⒜：［ŋɡ～ŋk］の［ŋɡ］への統一⒝：〈語頭〉［ŋ］脱落、⒞：〈非
語頭〉［ŋ］による［ɡ］への順行同化、⒟：〈非語頭〉［ŋ］の/N/への昇格、⒠：〈非語頭〉
［ŋ］による［ɡ］への順行同化、⒡：〈非語頭〉［ŋ］脱落（+摩擦音化）、⒢：〈語頭〉［ŋ］
による［ɡ］への順行同化、⒣：［ŋɡ～ŋk］の［ŋk］への統一、⒤：［ŋ］脱落、⒥：〈非
語頭〉［ŋ］の語頭異音［ɡ］への異音統一（+摩擦音化）※⒥は本文中では扱わなかっ
たが、近年若年層を中心に進行している音変化であるので参考として加えた。
6．おわりに
　本稿では、従来、試みられなかった、日本全国の方言を対象とした比較方言
学的考察により、新たな祖形を見出し、類型成立の総合的推定を行った。
　今後は、ダ行・ザ行・バ行について同様の方法で研究を進め、総合した上で、
〔文献〕に挙げた先行研究との詳細な検討を行いたい。
【注】１、２、柴田武（前掲論文）は具体的音価の推定はしていないが、古代中央語に
おける語頭の鼻音を伴った濁音存在の可能性を指摘している。本稿における祖形類型0
は、類型⓭が地理的位置から中央語との分岐が極めて古い時代であったと推定されるこ
とから、柴田（前掲書）の指摘の裏付けとなる可能性があるといえよう。
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